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文◉茶木　環／撮影◉織本知之／人物撮影◉小野田麻里・加藤有紀／写真提供◉東武鉄道株式会社

ＳＬ復活運転プロジェクトの目的の一つに
「日光・鬼怒川エリアの観光活力創出による地域活性化」が謳われている。
特急ネットワークの充実と増備、
世界遺産や自然に恵まれた日光へのさらなる誘致と開発、
鬼怒川温泉とその先に線路をつなげる野岩鉄道・会津鉄道を含めた
周遊とプロジェクトのもう一つの目的である「東北復興支援」、
そして、近年さらに増えているインバウンドを視野に入れた施策など、
ＳＬの周囲でもさまざまな積極策が取られている。
地元地域との連携を重視した観光振興策についてレポートする。

日光・鬼怒川エリアの
観光活力を創出する
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集
中
投
資
が
行
わ
れ
る
観
光
地

東
武
グ
ル
ー
プ
の
「
中
期
経
営
計
画

２
０
１
７
～
２
０
２
０
」
で
日
光
・
鬼
怒
川

エ
リ
ア
は
、
浅
草
・
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、

池
袋
、
銀
座
・
八
重
洲
・
湾
岸
と
と
も
に
集

中
投
資
が
行
わ
れ
る
重
点
エ
リ
ア
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
他
エ
リ
ア
の
投
資
が
都
心
部
に

お
け
る
再
開
発
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日

光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
は
唯
一
の
観
光
地
で
あ

り
、
豊
か
な
自
然
と
歴
史
・
文
化
を
有
す
る

同
エ
リ
ア
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
最
大
限
に
活

か
し
た
振
興
策
が
計
画
、
進
め
ら
れ
て
い

る
。「

当
社
沿
線
の
北
関
東
で
は
人
口
減
少
が

続
き
、
交
流
人
口
の
増
加
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ

ア
が
観
光
地
と
し
て
抱
え
る
問
題
に
は
、
季

節
波
動
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
と
、
入
込
の

割
に
宿
泊
客
が
少
な
い
こ
と
が
あ
る
。
通
年

型
・
滞
在
型
観
光
地
と
し
て
発
展
さ
せ
て
い

く
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。
そ
の
施
策
の
一

つ
が
Ｓ
Ｌ
復
活
運
転
だ
っ
た
」
と
経
営
企
画

本
部
の
岩
澤
貞
裕
部
長
は
語
る
。

日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
中
で
も
、
二
社

一
寺
周
辺
と
中
禅
寺
湖
・
湯
元
周
辺
を
合
わ

せ
た
日
光
エ
リ
ア
で
は
宿
泊
者
数
を
伸
ば

す
。
温
泉
街
の
鬼
怒
川
エ
リ
ア
と
日
光
・
鬼

怒
川
へ
の
玄
関
口
と
な
る
今
市
エ
リ
ア
は
、

Ｓ
Ｌ
復
活
運
転
を
観
光
資
源
に
観
光
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
。
３
エ
リ
ア
の
新
た
な
魅
力

を
創
出
し
、
そ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
で
、
都
心

か
ら
わ
ず
か
２
時
間
で
行
け
る
国
際
エ
コ
リ

ゾ
ー
ト
と
し
て
の
確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

広
域
交
通
と
エ
リ
ア
内
二
次
交
通
の
充
実

日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
へ
の
ア
ク
セ
ス
を

含
め
た
交
通
施
策
か
ら
見
て
い
こ
う
。

東
武
鉄
道
で
は
浅
草
を
起
点
に
日
光
・
鬼

怒
川
方
面
へ
の
特
急
列
車
を
ピ
ー
ク
時
に
は

約
30
分
に
１
本
運
行
し
て
お
り
、
土
日
・
祝

日
を
中
心
に
１
日
３
往
復
す
る
Ｓ
Ｌ
「
大

樹
」
に
接
続
す
る
ダ
イ
ヤ
も
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
都
心
部
か
ら
の
頻
度
の
高
い
運

行
を
実
現
で
き
た
の
は
Ｓ
Ｌ
と
同
じ
２
０
１ 

７
年
に
登
場
し
た
、
東
武
鉄
道
に
と
っ
て
は

26
年
ぶ
り
の
新
型
特
急
車
両
「
リ
バ
テ
ィ
」

の
存
在
が
大
き
い
。
併
結
・
分
割
機
能
を
有

し
、
途
中
駅
で
列
車
を
併
結
・
分
割
す
る
こ

と
で
多
線
区
の
運
行
が
で
き
る
。
分
岐
点
で

あ
る
下
今
市
駅
で
の
乗
り
換
え
も
必
要
が
な

く
な
っ
た
。
都
心
と
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア

を
結
ぶ
特
急
列
車
の
本
数
は
平
日
５
本
、
土

休
日
は
９
本
増
便
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
リ
バ
テ
ィ
は
、
鬼
怒
川
線
終
端
の

新
藤
原
駅
か
ら
野
岩
鉄
道
、
会
津
鉄
道
の
路

線
を
走
り
、
会
津
田
島
駅
ま
で
乗
り
入
れ

る
。
浅
草
や
北
千
住
か
ら
会
津
田
島
ま
で
乗

り
換
え
な
し
で
行
け
る
こ
の
相
互
直
通
は
、

都
心
か
ら
の
観
光
客
や
会
津
地
方
の
住
民
の

流
動
に
つ
な
が
り
、
福
島
エ
リ
ア
の
活
性
化

の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
鬼
怒
川
温
泉
エ
リ

ア
か
ら
会
津
エ
リ
ア
が
フ
リ
ー
区
間
と
な
る

「
ゆ
っ
た
り
会
津　

東
武
フ
リ
ー
パ
ス
」
の

２
０
１
７
年
度
の
売
り
上
げ
が
前
年
度
比

17
％
増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
リ
バ

テ
ィ
が
移
動
の
動
機
付
け
に
な
っ
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

会
津
鉄
道
も
、
快
速
列
車
「
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
マ

ウ
ン
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
を
、
会
津
若
松

－

鬼
怒
川
温
泉
間
に
１
日
１
往
復
、
会
津
若
松

－

東
武
日
光
間
に
１
日
２
往
復
運
行
。

「
心
理
的
に
も
会
津
と
日
光
・
鬼
怒
川
エ

リ
ア
は
非
常
に
近
い
距
離
に
な
っ
て
い
る
」

（
岩
澤
部
長
）
と
い
う
。

日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
二
次
交
通
の
充

実
を
図
り
、
回
遊
性
向
上
も
進
め
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
の
東
武
バ
ス
で
は
、
鬼
怒
川
温

泉
と
日
光
を
結
ぶ
日
光
鬼
怒
川
線
を
新
設
。

か
つ
て
日
光
市
内
を
走
行
し
て
い
た
路
面
電

車
、
日
光
軌
道
の
１
０
０
型
ボ
ギ
ー
車
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
特
別
車
両
を
走
行
さ
せ
て
い

る
。
運
行
は
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
発
着
に
合
わ
せ
、

東
武
日
光
駅
、
世
界
遺
産
の
社
寺
を
乗
り
換

え
な
し
で
結
ぶ
。
中
禅
寺
、
湯
元
な
ど
の
奥

日
光
や
各
方
面
に
向
か
う
バ
ス
路
線
も
拡
充

し
て
、「
鉄
道
＋
バ
ス
」
で
日
光
・
鬼
怒
川

エ
リ
ア
全
域
を
観
光
で
き
る
よ
う
に
環
境
整

備
し
て
い
る
。

「
日
光
と
鬼
怒
川
、
今
市
に
は
そ
れ
ぞ
れ

に
行
っ
て
み
た
い
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

魅
力
が
あ
る
。
エ
リ
ア
を
広
域
で
捉
え
て
二

次
交
通
網
を
充
実
さ
せ
、
回
遊
性
を
高
め
て

い
る
。
現
在
、
日
光
を
訪
れ
る
観
光
客
の
９

割
は
自
動
車
利
用
と
な
っ
て
お
り
、
バ

ス
専
用
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
な
ど
の
社

会
実
験
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
パ
ー
ク

ア
ン
ド
ラ
イ
ド
あ
る
い
は
パ
ー
ク
ア
ン

ド
バ
ス
ラ
イ
ド
で
公
共
交
通
を
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
渋
滞
解

消
に
も
つ
な
が
る
」
と
岩
澤
部
長
は
期

待
を
寄
せ
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
企
画
乗
車
券
の
充
実

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｓ
Ｌ
開
業
と
同
時

に
発
売
が
開
始
さ
れ
た
も
の
に
「
日
光
・
鬼

怒
川
エ
リ
ア
鉄
道
乗
り
放
題
き
っ
ぷ
」
が
あ

り
、
エ
リ
ア
内
を
気
軽
に
周
遊
で
き
る
と
好

評
だ
。

ま
た
鬼
怒
川
線
に
は
、
昨
年
7
月
に
東
武

ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
駅
が
新
設
さ
れ
、

「
東
武
ワ
ー
ル
ド
ス
ク
ウ
ェ
ア
」
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
至
便
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ

が
営
業
し
て
い
る
中
禅
寺
湖
の
観
光
遊
覧
船

に
は
、
新
型
遊
覧
船
「
男
体
」
を
導
入
。
地

域
観
光
の
目
玉
を
増
強
し
て
い
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
施
策
の
拡
充

訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
対
象
に
し
た
施
策

と
し
て
は
、
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
外
国

人
専
用
企
画
乗
車
券
「
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
パ

ス
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
あ
る
。
今
年
７

月
、
こ
れ
ま
で
５
種
あ
っ
た
パ
ス
を
、
従
前

の
特
典
に
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
や
中
禅
寺
湖
の
遊

覧
船
な
ど
の
利
用
を
加
え
て
回
遊
性
を
高
め

た
「N

IK
K

O
 PA

SS all area

」、
従
前
と

同
内
容
の
ま
ま
価
格
を
下
げ
た
「N

IK
K

O
 

PA
SS w

orld heritage area

」
の
２
種
に
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絞
り
、
外
国
人
に
も
分
か
り
や
す
い
設

定
に
し
た
。

ま
た
、
東
武
日
光
駅
と
鬼
怒
川
温
泉

駅
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
語
・
英
語

の
ほ
か
、
中
国
語
（
繁
体
字
・
簡
体

字
）・
韓
国
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
ス
ペ

イ
ン
語
・
タ
イ
語
の
８
言
語
に
対
応
し

た
新
型
の
自
動
券
売
機
を
導
入
。
東
武

日
光
駅
構
内
の
ツ
ー
リ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
に

は
、
日
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
常
駐
し
て
日

光
エ
リ
ア
の
観
光
地
や
施
設
を
案
内
す
る
な

ど
、
エ
リ
ア
内
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
駅
構
内
に
は
祈

禱
室
を
設
置
し
て
、
ム
ス
リ
ム
旅
行
者
の
受

け
入
れ
環
境
を
充
実
さ
せ
た
。

「
国
は
２
０
２
０
年
ま
で
に
、
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
年
間
４
０
０
０
万
人
を
目
指
し

て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
も
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ

ア
に
よ
り
多
く
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
を
お

迎
え
し
た
い
。
各
種
環
境
の
整
備
や
強
化
を

進
め
、
お
客
さ
ま
に
と
っ
て
行
っ
て
み
た
い

場
所
、
行
き
や
す
い
場
所
に
磨
き
上
げ
て
い

く
」
と
岩
澤
部
長
は
語
っ
て
い
る
。

３
エ
リ
ア
の
観
光
推
進
と
地
域
活
性
化

東
武
鉄
道
の
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
中

で
も
日
光
エ
リ
ア
で
は
、
滞
在
の
た
め
の
宿

泊
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
光
国
立
公
園
の
中
禅
寺
湖
で
は
、
湖
畔

に
建
つ
日
光
レ
ー
ク
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
を
建
て

替
え
、「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト
ン
日
光
」

と
し
て
、
２
０
２
０
年
夏
に
開
業
を
予
定
。

日
光
市
田
母
沢
地
区
の
旧
御
用
邸
付
属
邸
跡

地
に
は
、
高
級
温
泉
旅
館
「
日
光 

ふ
ふ
」

（
仮
称
）
を
誘
致
し
、
２
０
１
９
年
秋
に
開

業
す
る
予
定
だ
。
一
昨
年
夏
に
は
、
名
門
金

谷
ホ
テ
ル
も
東
武
グ
ル
ー
プ
に
参
画
し
た
。

「
中
禅
寺
湖
が
あ
る
奥
日
光
と
呼
ば
れ
る

地
域
は
、
か
つ
て
欧
米
の
大
使
館
別
荘
が
多

く
あ
っ
た
国
際
的
な
リ
ゾ
ー
ト
地
。
そ
う
し

た
歴
史
を
活
か
し
、
長
く
滞
在
し
、
豊
か
な

自
然
と
時
間
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
。
訪
日
外
国
人
旅
行
者

へ
の
訴
求
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
地
づ

く
り
は
、
多
様
化
す
る
観
光
客
に
向
け
て
多

く
の
選
択
肢
を
用
意
し
、
い
か
に
楽
し
み
や

す
く
、
選
び
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
く
か
が

重
要
だ
と
考
え
て
い
る
」（
岩
澤
部
長
）

鬼
怒
川
エ
リ
ア
と
今
市
エ
リ
ア
の
ト
ピ
ッ

ク
は
や
は
り
Ｓ
Ｌ
大
樹
で
あ
り
、
鬼
怒
川
線

を
Ｓ
Ｌ
が
走
る
「
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
と
位
置

付
け
、
地
域
と
協
働
で
沿
線
活
性
化
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

特
に
今
市
エ
リ
ア
は
、下
今
市
駅
が
日
光
・

鬼
怒
川
の
分
岐
点
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
ま

で
観
光
客
に
と
っ
て
も
通
過
地
点
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
Ｓ
Ｌ
大
樹

が
こ
こ
か
ら
出
発
し
、「
昭
和
」
を
感
じ
さ

せ
る
駅
舎
や
転
車
台
を
中
心
と
す
る
見
学
エ
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一般社団法人日光市観光協会
事業課長 兼 今市支部事務所長

舟越隆裕
Takahiro FUNAKOSHI

会津田島駅まで乗り入れる特急リバティ 新設された東武ワールドスクウェア駅

左／ 2017 年夏に就航した新型遊覧船「男体」。右／路線バスでは日光軌道タイプの特別車両が運行 8 言語に対応する新型自動券売機



リ
ア
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
駅
そ

の
も
の
が
観
光
拠
点
に
な
り
、
今
市
の
ま
ち

に
も
変
化
が
生
じ
て
い
る
。

「
今
市
は
日
光
市
の
中
心
で
は
あ
る
が
、

観
光
と
い
う
点
で
は
少
し
出
遅
れ
て
い
た
。

ま
ち
の
人
も
自
分
の
住
む
地
域
が
観
光
地
だ

と
い
う
意
識
が
薄
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
Ｓ
Ｌ

大
樹
に
よ
っ
て
、『
Ｓ
Ｌ
が
走
る
ま
ち
』
に

な
り
、
私
た
ち
の
ま
ち
の
魅
力
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
、
住
民
の
意
識
も
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
２
０
１
５
年
に

は
、
ま
ち
な
か
を
通
る
国
道
１
１
９
号
沿
い

に
道
の
駅
も
で
き
、
観
光
資
源
は
掘
り
起
こ

せ
ば
た
く
さ
ん
あ
る
。
Ｓ
Ｌ
運
行
日
以
外
に

も
今
市
に
足
を
運
ん
で
ま
ち
歩
き
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
、
日
光
市
観
光
協
会
の

舟
越
隆
裕
事
業
課
長
は
期
待
を
込
め
る
。

実
際
、
下
今
市
駅
の
改
札
を
出
る
人
の
数

は
、
Ｓ
Ｌ
運
行
開
始
前
と
比
較
し
て
、
２
割

増
え
て
い
る
と
い
う
。

｢

大
樹｣

を
軸
に
し
た
地
元
と

協
働
の
活
性
化

Ｓ
Ｌ
運
行
に
よ
っ
て
地
元
と
協
働
で
地
域

を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
東
武
鉄
道
の
意
向

は
、
Ｓ
Ｌ
大
樹
に
乗
務
す
る
Ｓ
Ｌ
観
光

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
東
武
鉄
道
で
は
な
く

日
光
市
観
光
協
会
に
所
属
し
て
い
る
こ

と
に
も
表
れ
て
い
る
。

現
在
６
人
が
在
籍
す
る
ア
テ
ン
ダ
ン

ト
の
一
人
、
福
田
結
さ
ん
は
「
初
め
て

大
樹
を
見
た
と
き
、
こ
ん
な
に
人
の
心

を
動
か
す
も
の
が
私
た
ち
の
ま
ち
を
走

る
の
か
と
、
と
て
も
感
動
し
た
」
と
語
る
。

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
は
車
内
で
の
接
客
の
ほ

か
、
乗
客
に
配
布
す
る
「
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
通

信
」（
隔
月
発
行
）
を
制
作
。
沿
線
の
見
ど

こ
ろ
や
Ｓ
Ｌ
に
関
す
る
情
報
を
紹
介
す
る
。

「
Ｓ
Ｌ
は
も
ち
ろ
ん
、
通
過
す
る
沿
線
地

域
に
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
日

光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア
の
魅
力
を
ど
う
や
っ
て

お
伝
え
す
る
か
、
何
を
お
知
ら
せ
す
る
か
、

常
に
考
え
て
い
る
」（
福
田
さ
ん
）
と
い
う
。

「
観
光
協
会
が
列
車
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
を

抱
え
て
い
る
の
は
ほ
か
に
例
が
な
い
と
思
う

が
、
乗
客
や
観
光
客
に
地
域
の
情
報
を
ダ
イ

レ
ク
ト
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
大
き

な
強
み
」
と
舟
越
事
業
課
長
は
説
明
す
る
。

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
今
市
の
ま
ち
な
か
を
ガ

イ
ド
す
る
街
歩
き
ツ
ア
ー
も
企
画
さ
れ
、
好

評
を
博
し
た
。
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
リ
ピ
ー
タ
ー
に

は
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
と
の
会
話
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
も
多
い
と
い
う
。

ま
た
東
武
鉄
道
で
は
、
日
光
市
の
観
光
協

会
や
商
工
会
議
所
に
所
属
す
る
企
業
に
は
、

Ｓ
Ｌ
大
樹
の
画
像
や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
使
用
を
、
エ
リ
ア
内
の
み
で

の
販
売
と
い
う
条
件
付
き
な
が
ら
無
料
で
許

可
し
、
各
社
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
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一般社団法人日光市観光協会
事業課　観光アテンダント

福田 結
Yui FUKUDA

上／ 2020 年夏に開業予定の「ザ・リッツ・カールトン日光」
左下／東武グループに参画した「日光金谷ホテル」

左・上／一部リニューアルし
た鬼怒川温泉駅。大きな提灯
が目を引く

鬼怒川温泉駅前広場に設置され
た益子焼の SL モニュメント



発
を
推
奨
し
て
い
る
。

観
光
協
会
が
認
可
を
委
託
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
ま
で
に
62
件
認
可
さ
れ
、
酒
や
弁

当
、
手
ぬ
ぐ
い
、
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
菓
子

類
、
温
泉
の
素
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
「
大
樹
ブ

ラ
ン
ド
商
品
」
が
販
売
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
形
で
地
元
の
企
業
や
店
舗
が
「
観
光
」

や
「
お
も
て
な
し
」
に
つ
い
て
考
え
、
自
分

た
ち
で
地
域
の
魅
力
の
一
部
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
。

「
東
武
鉄
道
は
地
元
優
先
と
い
う
方
針
か

ら
、
東
武
鉄
道
が
日
光
・
鬼
怒
川
に
お
客
さ

ま
を
輸
送
し
、
地
元
が
お
も
て
な
し
を
す
る

と
い
う
役
割
分
担
で
や
っ
て
き
た
が
、
人
口

減
少
や
社
会
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
沿
線
地

域
と
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し

か
し
、
当
社
が
何
で
も
地
域
に
入
っ
て
抱
え

込
ん
で
し
ま
っ
て
は
活
性
化
の
波
を
持
続
で

き
な
い
。
東
武
鉄
道
が
き
っ
か
け
を
つ
く

り
、
地
元
も
当
事
者
と
し
て
積
極
的
に
活
動

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
真
の
活
性
化
が
実
現
す

る
。
わ
れ
わ
れ
も
変
わ
り
、
地
元
も
変
化
し

て
い
る
。
双
方
が
刺
激
し
合
う
こ
と
が
重

要
」
と
岩
澤
部
長
は
語
り
、「
地
元
に
は
や

る
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
た
方
々
が
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
る
。
そ
う
し
た
方
々
と
手
を
携

え
て
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
東
武

鉄
道
の
や
り
方
」
と
熱
意
を
見
せ
て
い
る
。

﹁
い
っ
し
ょ
に
ロ
コ
モ
ー
シ
ョ
ン
﹂
活
動

一
方
、
日
光
市
観
光
協
会
と
沿
線
地
域
の

商
工
会
議
所
、
青
年
会
議
所
、
自
治
会
、
旅

館
組
合
、
飲
食
店
組
合
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

団
体
等

が
一
体

と
な
っ
て
、

２
０
１
６

年
11
月
に
は

「
い
っ
し
ょ
に
ロ

コ
モ
ー
シ
ョ
ン
協
議
会
」（
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
：
日
光
市
・
東
武
鉄
道
）
が
設
立
さ

れ
て
い
る
。
沿
線
地
域
が
主
体
と
な
っ
て

Ｐ
Ｒ
や
各
種
の
お
も
て
な
し
に
取
り
組
み
、

誘
客
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
や
地
域

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｌ
大
樹
に
み
ん
な
で
手
を
振
ろ
う
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
そ
の
活
動
の
一
つ
で
、

鬼
怒
川
線
を
走
る
大
樹
に
向
か
っ
て
沿
道

な
ど
か
ら
手
を
振
ろ
う
と
い
う
も
の
。
大

樹
が
何
時
頃
そ
の
場
所
を
通
過
す
る
か
記

載
さ
れ
た
マ
ッ
プ
（
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
作

成
）
を
配
布
す
る
な
ど
周
知
に
努
め
た
結

果
、
今
で
は
沿
線
全
域
に
浸
透
し
て
い
る
。

「
Ｓ
Ｌ
大
樹
の
お
客
さ
ま
は
、
地
元
の
方

々
に
手
を
振
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
と
て
も

喜
ば
れ
、
一
緒
に
手
を
振
り
返
し
て
い
る
。

言
葉
は
交
わ
さ
な
く
て
も
交
流
が
生
ま
れ

て
い
る
」
と
福
田
さ
ん
は
車
内
の
盛
り
上

が
り
の
様
子
を
語
る
。

ま
た
、「
鬼
怒
川
線
に
季
節
ご
と
の
花
を

咲
か
せ
よ
う
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
乗
客

に
車
窓
か
ら
の
景
色
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
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沿道から手を振る地域住民に、乗客も手を振って応える 手を振って乗客を見送る駅スタッフ

上／ SL 大樹の入線と同時に記念撮影が始まる。機関士も一緒に
右／鬼怒川温泉駅に着いて乗客を見送る SL 観光アテンダント

団
体
等

が
一
体

と
な
っ
て
、

２
０
１
６

11
月
に
は

「
い
っ
し
ょ
に
ロ

手書きで制作する「SL アテンダント通信」



る
よ
う
に
休
耕
地
に
花
を
植
栽
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
。
倉
ケ
崎
地
区
の
住
民
組
織
「
倉

ケ
崎
明
日
を
考
え
る
会
」
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
賛
同
、
大
谷
向

－
大
桑
間
に
約
４
０
０
０

㎡
の
花
畑
を
整
備
し
て
い
る
。

さ
ら
に
今
年
8
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た

「
Ｓ
Ｌ
大
樹
運
行
開
始
１
周
年
感
謝
祭
」
で

は
、
Ｓ
Ｌ
大
樹
と
地
域
の
公
式
イ
メ
ー
ジ
ソ

ン
グ
が
発
表
さ
れ
た
。

舟
越
事
業
課
長
は
「
Ｓ
Ｌ
は
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
と
し
て
も
強
力
だ
が
、
そ
の
存
在
自
体

が
ま
ち
を
変
え
た
と
実
感
す
る
」
と
語
り
、

福
田
さ
ん
は
「
観
光
Ｐ
Ｒ
を
含
め
、
Ｓ
Ｌ
観

光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
独
自
の
目
線
で
、
Ｓ
Ｌ
に

乗
車
さ
れ
る
お
客
さ
ま
、
日
光
市
に
来
ら
れ

た
お
客
さ
ま
に
お
も
て
な
し
を
し
て
い
き
た

い
」
と
熱
意
を
見
せ
て
い
る
。

開
業
か
ら
１
年
が
経
過
し
て
、
Ｓ
Ｌ
大
樹

は
鬼
怒
川
沿
線
の
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て

地
域
に
定
着
し
た
。
日
光
・
鬼
怒
川
エ
リ
ア

で
は
、
地
域
と
の
協
働
で
観
光
活
力
を
創
出

し
、「
地
域
力
」
を
上
げ
る
取
り
組
み
が
進

む
。「

東
京
か
ら
２
時
間
の
エ
リ
ア
に
、
豊
か

な
自
然
も
世
界
遺
産
も
温
泉
も
リ
ゾ
ー
ト
も

楽
し
め
る
魅
力
的
な
場
所
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
く
努
力
を
続
け
て
い
き
た

い
。
多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
取
り
組
む
グ

ル
ー
プ
の
強
み
を
活
か
し
て
、
東
武
鉄
道
な

ら
で
は
の
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
岩
澤
部
長
は
意
気
込
み
を
見
せ
る
。

地
域
に
活
力
を
も
た
ら
す
観
光
鉄
道
と
し

て
も
、
鉄
道
産
業
文
化
遺
産
・
Ｓ
Ｌ
大
樹
に

か
か
る
期
待
は
大
き
い
。
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　当社は1842年の創業以来、日光山麓のとても質のい
い名水で酒造りを続けています。SL大樹が運転を開始し
て、観光客の方々が下今市駅を出てまちなかを周遊するよ
うになったからでしょう。当社の酒蔵見学にも若い女性観
光客が来てくれるようになりました。それまで住民中心と
なっていた印象の今市のまちが、少しずつ変わってきまし
た。観光を意識して、外から訪れた方をおもてなしするよ
うになったんです。
　また、商工会議所や観光協会に加盟する企業は、版権
無料でＳＬ大樹の関連商品を制作・販売することができ
ます。当社もこれはチャンスだと思って、オリジナルの
純米吟醸日光誉SLボトル（720ml）と特別純米酒SL大
樹カップ（180ml）の販売を開始しました。実は私自身、
鉄道好きなこともあって、こんなすごいことはないとボト
ルやカップのデザインに大いにこだわりました。地元で獲
れた米と栃木県で開発された酵母を使った純米吟醸酒は
SLをイメージして、黒いボトルに大樹をゴールドの線画
で描いています。カップもSLの絵を描き、カップには清
酒の記載をせずにシール式のキャップにだけ記載して、持
ち帰ってお子さんに使ってもらえるようにしました。
　商工会議所の青年部のメンバーにも「これは地元企業
にとってメリットが大きいので絶対取り組んだ方がいい」
と話して、それから商品を開発したメンバーも多くいま
す。今市はまだ観光業者が少ないので、土産品に対する
アンテナや感覚がどうしても希薄ですが、少しでも観光に
かかわっている私たちから発信していけば、地元の人たち
にも広がっていくと思います。東武鉄道の好意に地元とし
て応えて、地域の活力につなげていきたいですね。
　私はSL世代ではありませんが、やはり魅力的だと思い
ますし、地元に走っているのは誇らしい思いです。汽笛が
まちに響くのもいい。かつてあったものが帰ってきたのだ
なと思います。そしてSLの存在が地元に少しずつ浸透し
てきていると強く感じています。ＳＬが走るまちを盛り上
げていきたいと思います。

SL 大樹とコラボした渡邊佐平商店「純米吟醸日光誉」

日光市のイベントと連携して特別列車も運行。「春節祭」の SL 大樹株式会社渡邊佐平商店
代表取締役

渡邊康浩
Yasuhiro WATANABE

東
武
鉄
道
の
好
意
に
応
え
、

商
品
開
発
で

地
元
の
活
力
を


